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は
じ
め
に 

 

当
研
究
所
で
は
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
六
月
よ
り
社
会
福
祉
法
人
・
錦
華
学
院
の
所
蔵
史
料
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
調
査

に
お
い
て
、
錦
華
学
院
の
前
身
で
あ
り
、
日
本
に
二
番
目
に
開
設
さ
れ
た
感
化
院
で
あ
る
東
京
感
化
院
に
ま
つ
わ
る
一
次
史
料
を
多
数
確
認
の

う
え
、
整
理
、
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
来
、
研
究
所
で
は
『
感
化
院
事
業
の
社
会
史
的
研
究
』
（
平
成
一
七
～
一
九
年
度
）
、
『
東
京
感

化
院
の
総
合
研
究
』
（
平
成
二
〇
～
二
二
年
度
）
と
い
う
課
題
目
で
共
同
研
究
班
を
組
織
し
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
学
術
研
究

振
興
資
金
の
交
付
を
受
け
（
平
成
一
七
～
二
〇
年
度
）
、
そ
の
全
容
解
明
に
向
け
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
史
料
の
う
ち
、
院
の
運
営
を

知
る
上
で
最
も
重
要
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
全
体
の
分
量
の
約
五
五
％
あ
ま
り
を
占
め
る
日
誌
類
全
四
一
冊
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
感
化
院
関
係

史
料
集
』
（
(1)
～
(14)
、
二
〇
〇
六
～
一
〇
年
）
に
お
い
て
、
翻
刻
を
公
開
し
た
。
そ
し
て
、
『
東
京
感
化
院
関
係
史
料
集
』
(15)
（
二
〇
一
〇
年
）

で
は
、
規
則
類
を
収
録
し
た
。
ま
た
、
『
東
京
感
化
院
関
係
史
料
集
』
(16)
（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、
『
東
京
感
化
院
月
報
』
の
一
号
か
ら
三
一

号
の
う
ち
、
錦
華
学
院
に
お
い
て
欠
本
と
な
っ
て
い
る
八
冊
を
除
い
た
二
三
冊
を
翻
刻
し
て
収
録
し
た
。 

〈
史
料
紹
介
〉 
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今
回
は
、
そ
れ
に
引
き
続
く
三
二
号
よ
り
五
五
号
の
う
ち
、
欠
本
と
な
っ
て
い
る
四
九
号
と
五
二
号
を
除
い
た
二
二
冊
を
復
刻
収
録
す
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
現
存
す
る
『
東
京
感
化
院
月
報
』
の
概
要
（
一
号
～
六
六
号
）
は
、
『
東
京
感
化
院
関
係
史
料
集
』
(16)
に
一
覧
表
を
収
録

し
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。 

 

先
に
述
べ
た
日
誌
類
を
感
化
の
現
場
で
記
さ
れ
た
一
次
史
料
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
紹
介
す
る
『
東
京
感
化
院
月
報
』
は
、
院
の
運
営
者
ら
の

意
向
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
院
生
の
保
護
者
や
院
の
後
援
者
に
向
け
て
発
行
さ
れ
て
い
た
活
字
史
料
で
あ
り
、
純
然
た
る
一
次
史
料
と
は
言
い

が
た
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
感
化
事
業
の
現
場
の
記
録
で
あ
る
日
誌
類
は
、
院
内
で
の
運
営
に
関
わ
る
事
実
の
記
録
を
中
心
と
す
る
の
に

対
し
、
こ
の
『
東
京
感
化
院
月
報
』
に
は
、
運
営
者
の
感
化
事
業
に
対
す
る
見
解
や
思
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
東
京
感
化
院
の

全
体
像
を
知
る
上
で
は
、
他
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
情
報
の
宝
庫
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
当
研
究
所
の
研
究
員
で
あ
る
長
沼
友
兄
氏
は
、
長
年
の
資
料
調
査
の
末
に
、
東
京
感
化
院
の
開
設
者
で
あ
る
高
瀬
真
卿
に
関
す
る
資

料
群
が
高
瀬
家
の
御
子
孫
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
現
在
、
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
寄
贈
・
保
管

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
目
録
は
、
当
研
究
所
の
「
高
瀬
真
卿
関
係
資
料
の
研
究

―
社
会
福
祉
分
野
を
中
心
に
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
平
成
二
三
年
度
～
）
に
お
い
て
作
成
中
で
あ
り
、
次
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
瀬
真

卿
自
筆
の
日
記
全
二
八
冊
は
、
今
後
の
高
瀬
真
卿
研
究
の
み
な
ら
ず
、
感
化
院
史
の
研
究
に
も
裨
益
す
る
一
次
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、

そ
の
翻
刻
出
版
が
淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
い
て
進
行
中
（
二
冊
が
刊
行
済
。
日
記
一
〇
冊
を
収
録
）
で
あ
り
、
完
結
の
折
に
は
、
東
京
感
化

院
内
の
史
料
と
高
瀬
真
卿
日
記
を
対
照
し
た
研
究
の
進
展
が
見
込
ま
れ
よ
う
。 

 

な
お
、
前
回
ま
で
は
史
料
の
翻
刻
を
公
開
し
て
き
た
が
、
近
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
に
よ
り
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
に
よ
る
画
像
処
理

が
容
易
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
よ
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
復
刻
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。
史
料
の
撮
影
は
、
株
式
会
社
ニ
チ
マ
イ
の
協
力
の
も
と
、
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四
〇
〇
dpi
、
モ
ノ
ク
ロ
二
階
調
の
設
定
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
グ
レ
イ
ス
ケ
ー
ル
撮
影
の
場
合
と
は
違
っ
て
今
回
の
復
刻
で
は
階

調
表
現
を
欠
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
高
ま
っ
た
た
め
、
文
字
に
つ
い
て
は
原
本
以
上
に
鮮
明
に
な
っ
た
と
い
う
利
点
が

生
じ
た
。
な
お
、
復
刻
に
当
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
原
文
の
一
部
に
伏
字
（
■
）
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
原
文
の
一
部
に
現
在

の
人
権
上
の
観
点
か
ら
す
る
と
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
が
、
史
料
の
歴
史
的
価
値
に
鑑
み
、
原
文
通
り
と
し
た
。 

 

今
回
、
復
刻
を
収
録
す
る
二
二
冊
の
月
報
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
五
月
よ
り
明
治
三
九
年
一
二
月
の
二
年
半
に
わ
た
る
時
期
の
発

行
で
あ
り
、
編
輯
兼
発
行
者
は
岡
西
繁
三
郎
、
発
行
所
は
羽
澤
文
庫
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
月
報
で
は
、
第
二
代
院
長
高
瀬
紹
卿
に
よ
る
寄
稿

の
ほ
か
、
一
〇
年
余
り
に
わ
た
り
東
京
感
化
院
に
勤
務
し
た
清
水
孝
教
（
号
は
橘
村
）
の
論
説
が
度
々
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
水
戸
市
根
積
町
出

身
の
清
水
孝
教
（
一
八
七
九
～
一
九
六
五
）
は
、
一
般
に
は
、
詩

人
（
１
）

（
清
水
橘
村
）
、
刀
剣
鑑
定
家
、

（

２

）

占
術
家
（

（

３

）

高
木
乗
）
と
し
て
の
著
作
で
知

ら
れ
て
い
る
が
、
当
史
料
に
よ
り
、
彼
は
こ
の
時
期
の
月
報
の
執
筆
・
編
集
の
中
心
を
担
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

（

４

）

今
後
、
彼
の
感

化
教
育
家
と
し
て
の
側
面
を
、
当
史
料
か
ら
検
証
・
再
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
当
研
究
所
専
任
研
究
員
） 

 

註 （
１
）
詩
集
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
『
野
人
』
東
北
図
書
出
版
舎
、
一
九
〇
一
年
。
『
新
体
詩
集 

筑
波
紫
』
日
高
有
倫
堂
、
一
九
〇
八
年
。
『
社
会
詩
集 

鴉
の
蒔
い
た
草
花
』
シ
イ
ヴ
ァ
ン
社
、
一
九
五
四
年
。
詩
人
と
し
て
の
清
水
橘
村
に
つ
い
て
は
、
小
野
孝
尚
氏
に
よ
る
以
下
の
研
究
に
詳
し
い
。
「
清
水
橘
村

研
究
」
『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
四
、
一
九
九
七
年
。
「
清
水
橘
村
研
究
（
そ
の
二
）
」
『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
五
、
一
九
九
八
年
。
「
清

水
橘
村
研
究
（
そ
の
三
）
」
『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
七
、
二
〇
〇
〇
年
。
「
清
水
橘
村
研
究
（
そ
の
四
）
」
『
茨
城
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
八
、
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二
〇
〇
一
年
。
「
清
水
橘
村
年
譜
試
案
」
『
茨
女
国
文
』
一
一
、
一
九
九
九
年
。
『
茨
城
の
近
代
詩
人
』
（
上
）
、
筑
波
書
林
、
一
九
八
六
年
。
『
詩
人
・
清

水
橘
村
』
茨
城
文
化
振
興
財
団
助
成
出
版
、
二
〇
〇
一
年
（
未
見
）
。 

（
２
）
中
で
も
、
『
刀
剣
全
書
』
日
高
有
倫
堂
、
一
九
一
一
年
は
、
版
を
重
ね
た
書
と
し
て
有
名
で
あ
る
。 

（
３
）
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
、
『
家
相
方
鑑
全
書
』
春
江
堂
、
一
九
一
四
年
が
あ
る
。
晩
年
に
は
、
占
術
に
関
す
る
書
籍
を
多
数
著
し
て
い
る
。 

（
４
）
清
水
は
、
『
東
京
感
化
院
月
報
』
第
三
九
号
（
明
治
三
八
年
一
月
）
に
お
い
て
は
、
「
東
京
感
化
院
羽
澤
文
庫
」
担
当
と
し
て
賀
詞
広
告
を
出
し
て
お

り
、
第
四
八
号
（
明
治
三
九
年
一
月
）
に
は
、
高
瀬
紹
卿
、
高
瀬
真
卿
、
岡
西
閑
亭
と
共
に
連
名
で
賀
詞
広
告
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
院
内
で
の
地
位
の
上
昇
が
う
か
が
わ
れ
る
。 


